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↑「これからできる１㌫のこと」
参加者一人一人が１㌫変えようとする目標を
葉っぱ（付箋）に書き、町の木である桐の大木
にたくさんの葉が付きました

写真＝講演する鎌田先生。会場には
約 450人が詰め掛け、訪れた皆さん
は、時折メモをとりながら、熱心に
講演に聞き入っていました。

鎌田先生の講演（健康づくり特別講演会）から

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
健
康
づ
く
り
事
業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
健

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
健
康
づ
く
り
事
業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
、「
健
康
長
寿
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
、「
健
康
長
寿
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

３
月
３
月
1717
日
に
健
康
づ
く
り
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
に
健
康
づ
く
り
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
長
野
県
を
全
国
ト
ッ
プ
の
健
康
長
寿
に
導
い
た
、
諏
訪
中
央
病
院
名
誉

　

講
演
会
は
、
長
野
県
を
全
国
ト
ッ
プ
の
健
康
長
寿
に
導
い
た
、
諏
訪
中
央
病
院
名
誉

院
長
で
作
家
の
鎌
田
實
先
生
を
講
師
に
招
き
、
西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
を
メ
イ

院
長
で
作
家
の
鎌
田
實
先
生
を
講
師
に
招
き
、
西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
講
演
会
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ン
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
講
演
会
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ど
う
す
る
？

ど
う
す
る
？

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り

〜〜〝〝
百
歳
へ
の
挑

百
歳
へ
の
挑
戦戦〝〝

の
そ
の
先
へ
〜

の
そ
の
先
へ
〜

人
生
百
年
時
代
を

ど
う
生
き
る
か

〜
虚フ

レ
イ
ル弱

に
な
ら
な
い
生
き
方
〜

　

皆
さ
ん
は「
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）」
と
い

言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

フ
レ
イ
ル
は
、
健
常
か
ら
要
介
護
に
な

る
中
間
の
段
階
と
い
わ
れ
、
加
齢
に
伴
う

筋
力
の
衰
え
な
ど
で
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
に
な
る
な
ど
、
年
齢
を
重
ね
た
こ
と
で

生
じ
や
す
い
衰
え
全
般
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
講
演
で
紹
介
さ
れ
た「
介
護
に
な

る
原
因
」
は
１
位
が
認
知
症（
18
㌫
）、
２

位
が
脳
卒
中（
15
㌫
）
で
、
３
位
〜
５
位

が
フ
レ
イ
ル（
計
30
数
㌫
）
で
し
た
。
鎌

田
先
生
は
、「
筋
力
は
30
代
を
ピ
ー
ク
に
、

50
代
か
ら
は
年
１
㌫
ず
つ
低
下
し
、
意
欲

も
低
下
す
る
。
フ
レ
イ
ル
に
よ
っ
て
じ
わ

じ
わ
と
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
が
、
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
来
場
者
に
予
防
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。

①
フ
レ
イ
ル　
　
　

↓
筋
肉
強
化

②
口
腔
フ
レ
イ
ル　

↓
歌
・
お
し
ゃ
べ
り

③
社
会
的
フ
レ
イ
ル
↓
閉
じ
こ
も
ら
な
い

地
域
包
括
ケ
ア

　

国
は
、
２
０
２
５
年
問
題
と
し
て
、

48
万
人
が
介
護
難
民
に
な
る
と
試
算
し
て

い
ま
す
。
鎌
田
先
生
は
、「
人
生
１
０
０

年
の
時
代
。
一
人
一
人
が
意
識
を
変
え
、

『
百
歳
へ
の
挑
戦
』
の
そ
の
先
へ
、
心
配

の
な
い
地
域
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
」
と

話
し
、
ま
た
、「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
そ
の
背

中
を
見
せ
る
こ
と
で
、
子
も
孫
も
変
わ

り
、
み
ん
な
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
に
つ
な
が
る
。
人
生
の
最
後
ま
で
ニ

コ
ニ
コ
し
て
、『
良
い
人
生
だ
っ
た
』
と

言
え
る
よ
う
な
人
生
だ
と
最
期
も
美
し

い
」
と
来
場
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

我
慢
し
な
い
、

鎌
田
先
生
の
健
康
法

　
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
か
か
と
落
と
し
で
少

し
ず
つ
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
３
年
前
と

比
べ
て
９
㌔
や
せ
た
。
で
も
、
我
慢
は
し

な
い
。
幸
せ
に
な
る
た
め
に
食
べ
る
。
昨

日
の
食
改
さ
ん
の
そ
ば
も
冷
た
い
の
と
温

か
い
の
を
少
し
ず
つ
と
思
っ
た
ら
、
山
盛

り
だ
っ
た
け
ど
全
部
食
べ
た
。
や
る
こ
と

を
や
れ
ば
や
せ
る
」
と
話
す
鎌
田
先
生
。

　

健
康
づ
く
り
を
意
識
し
て
体
を
動
か

し
、
野
菜
と
た
ん
ぱ
く
質
の
源（
卵
、
肉
、

チ
ー
ズ
、
納
豆
）
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ

と
、
そ
し
て
無
理
に
我
慢
し
な
い
こ
と
が

秘
訣
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
運
動
は
、
ス

ク
ワ
ッ
ト
や
か
か
と
落
と
し
が
お
勧
め

で
、
こ
の
運
動
が
転
倒
予
防
に
な
り
、
セ

ロ
ト
ニ
ン（
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
）
の
分
泌
も

増
え
る
そ
う
で
す
。

〈
鎌
田
先
生
の
５
ヶ
条
〉

　

一
、
野
菜

　

一
、
タ
ン
パ
ク
質
75
㌘

　

一
、
か
か
と
落
と
し
・
ス
ク
ワ
ッ
ト

　

一
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

一
、
美
し
く
生
き
る（
楽
し
く
生
き
る
）

〈
鎌
田
流
か
か
と
落
と
し
〉

　

①
イ
チ
、
ニ
で「
つ
ま
先
上
げ
」

　

②
サ
ン
、
シ
で「
か
か
と
上
げ
」

　

③
ゴ
で「
落
と
す
」
（
10
回
３
セ
ッ
ト
）

こ
れ
か
ら
の

西
会
津
町
の
健
康
づ
く
り

〜
主
人
公
は
町
民
一
人
一
人
〜

　

鎌
田
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し

た
。

　
「
福
島
県
は
長
野
県
に
気
候
が
似
て
い

て
、
同
じ
く
野
菜
や
果
物
の
産
地
。
野
菜

を
あ
と
１
０
０
㌘
取
り
た
い
。
子
ど
も
の

食
育
も
習
慣
。
大
人
が
食
べ
れ
ば
子
ど
も

も
食
べ
る
。
会
津
の
食
文
化
は
豊
か
な
の

で
、
も
う
一
度
再
現
し
、
子
ど
も
た
ち
へ

と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
ほ
し
い
」

　

さ
ら
に
、「
長
野
県
で
は
が
ん
患
者
が

か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
福
島

県
は
多
い
。
同
じ
気
候
、
同
じ
野
菜
や
果

物
の
産
地
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
差
は『
意

識
』。
意
識
が
１
㌫
で
も
変
わ
れ
ば
、
百

歳
へ
の
挑
戦
の
そ
の
先
へ
行
け
る
。
西
会

津
町
は
、
国
が『
人
生
百
歳
時
代
』
と
言

い
出
す
20
年
も
前
か
ら
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
生
き
る
長
さ
で

は
な
い
が
、『
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
続

け
る
』『
や
れ
る
こ
と
を
や
れ
る
』
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア

研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
が
定
期
的
に
西
会
津

町
を
訪
れ
る
。
新
し
い
西
会
津
づ
く
り

を
、
何
か
一
つ
で
も
や
っ
て
み
よ
う
。
数

年
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
慢
す
る

ん
じ
ゃ
な
く
、
楽
し
く
、
み
ん
な
で
健
康

づ
く
り
が
で
き
た
ら
い
い
ね
」
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未来未来をを拓拓く  く  まちまちのの予算予算 一
般
会
計
当
初
予
算
額
は

60
億
３
０
０
０
万
円

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
役
場

新
庁
舎
移
転
等
整
備
事
業
や
小
学
校
屋
外
プ
ー
ル
整

備
事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算

額
と
比
較
し
て
７
７
０
０
万
円
減
（
１
・
３
㌫
減
）
の

60
億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
令
和
元
年
度
当
初
予
算
の
内
容
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

若者向け住宅整備事業若者向け住宅整備事業
若者の移住・定住の促進、町内企

小規模多機能型小規模多機能型
居宅介護施設整備事業居宅介護施設整備事業

健康づくり推進事業健康づくり推進事業
長野県諏訪中央病院の鎌田實名誉

１１

３３

映像機器高度化更新事業映像機器高度化更新事業
ケーブルテレビ放送のＢＳデジタル

放送において４Ｋ、８Ｋ放送が受信できるよう
令和元～３年度で設備等を整備します。

７７

水道未普及地区解消及び水道未普及地区解消及び
水道事業基本計画策定事業水道事業基本計画策定事業

水道の未普及地区の状況確認とその解消のた
め、認可区域等の見直しや簡水施設の統合等
を検討します。

６６

２２

業の安定した労働力の確保、野沢まちなかの
活性化を図るため、単身者向けの集合賃貸住
宅を令和元～２年度で整備します。

教育改革推進事業教育改革推進事業
会津大学と連携したプログラミン

８８
グ教育や産学官民が連携して中高生等を対象
に行うイノベーション教育、さらに国際社会
に対応できる人材を育成するための英語教
育・海外異文化体験事業などを行います。

外国人介護人材育成外国人介護人材育成
教育機関設置調査事業教育機関設置調査事業５５

介護分野において今後多くの外国人材の受け
入れが見込まれる中、言葉や習慣の壁、介護
サービスの質の低下を防止するため、外国人
介護人材の模範となるような人材を育成する
教育機関の設置について調査、検討します。

院長等を指導者に、集落等に出向いての講座
やワークショップを通じ町民の皆さんの健康
意識の高揚を図り、健康づくりを推進します。

デイサービスや宿泊・訪問サービスを提供す
る小規模多機能型居宅介護施設の整備に向け
て、場所の選定や規模などを検討しながら、
本年度は実施設計を行います。

中心エリア整備構想中心エリア整備構想
策定事業策定事業４４

公共施設の集約や歩いて暮らせるまちづく
り、商店街の活性化、観光誘客など総合的な
視点から、野沢・尾野本エリアの将来像につ
いて検討していきます。

一般会計一般会計＝町の基本となる会計で、福祉や土木、教育など一般的な
事業を行います。依存財源依存財源＝国や県などから交付されるお金です。
自主財源自主財源＝町が自ら収入できるお金です。地方交付税地方交付税＝一定水準
の行政サービスができるよう自治体の財政状況に応じて国から交付

されるお金です。町債町債＝道路改良や施設整備などを行う際にその資
金として長期的に借り入れるお金です。また、財源不足を補うため

地方交付税の代わりに借りるお金でもあります。繰入金繰入金＝基金（積
立金）や特別会計から入るお金です。義務的経費義務的経費＝支出が義務的
で任意に削減できない経費です。投資的経費投資的経費＝支出の効果が施設

などの資産として将来に残るものに支出さ

れる経費です。公債費公債費＝借り入れした町債
などの返済に充てるお金です。扶助費扶助費＝児
童や高齢者、障がい者福祉などに要するお

金です。物件費物件費＝賃金や旅費、委託料など
の消費的性質に要するお金です。

歳 入

歳 出

地方交付税地方交付税
27 億 3,713 万円　45.4㌫27 億 3,713 万円　45.4㌫
（＋１億 2,820 万円）（＋１億 2,820 万円）

その他その他
１億 5,430 万円　2.6㌫１億 5,430 万円　2.6㌫
（－ 188 万円）（－ 188 万円）

町債町債
７億 3,730 万円　12.2㌫７億 3,730 万円　12.2㌫
（－２億 1,050 万円）（－２億 1,050 万円）

県支出金県支出金
５億 1,627 万円５億 1,627 万円
8.6㌫8.6㌫
（＋ 3,844 万円）（＋ 3,844 万円）

65 億円65 億円

60 億円60 億円

55 億円55 億円

50 億円50 億円

45 億円45 億円

40 億円40 億円
平成平成
27年度27年度

平成平成
28年度28年度

平成平成
29年度29年度

平成平成
30 年度30 年度

令和令和
元年度元年度

国庫支出金国庫支出金
３億 8,893 万円３億 8,893 万円
6.4㌫6.4㌫
（＋ 2,645 万円）（＋ 2,645 万円）

その他その他
２億 2,880 万円２億 2,880 万円
3.8㌫3.8㌫
（＋ 470 万円）（＋ 470 万円）

町税町税
６億 125 万円６億 125 万円
10.0㌫10.0㌫
（＋ 601 万円）（＋ 601 万円）

繰入金繰入金
５億 1,363 万円５億 1,363 万円
8.5㌫8.5㌫
（－ 6,823 万円）（－ 6,823 万円）

使用料・手数料使用料・手数料
１億 5,239 万円　2.5㌫１億 5,239 万円　2.5㌫
（－ 19 万円）（－ 19 万円）

人件費人件費
９億 5,905 万円　15.9㌫９億 5,905 万円　15.9㌫
（－ 309 万円）（－ 309 万円）

公債費公債費
８億 692 万円８億 692 万円
13.4㌫13.4㌫
（＋ 4,223 万円）（＋ 4,223 万円）

扶助費扶助費
２億 7,494 万円２億 7,494 万円
4.6㌫4.6㌫
（－ 135 万円）（－ 135 万円）

物件費物件費
11 億 3,208 万円11 億 3,208 万円
18.8㌫18.8㌫
（＋ 3,154 万円）（＋ 3,154 万円）

補助費等補助費等
９億 4,538 万円９億 4,538 万円
15.7㌫15.7㌫
（＋ 2,460 万円）（＋ 2,460 万円）

繰出金繰出金
６億 4,292 万円６億 4,292 万円
10.7㌫10.7㌫
（＋ 955 万円）（＋ 955 万円）

その他その他
３億 2,514 万円３億 2,514 万円
5.3㌫5.3㌫
（＋ 1,800 万円）（＋ 1,800 万円）

普通建設事業費普通建設事業費
９億 1,835 万円　15.2㌫９億 1,835 万円　15.2㌫
（－１億 9,846 万円）（－１億 9,846 万円）

災害復旧事業費災害復旧事業費
2,522 万円　0.4㌫2,522 万円　0.4㌫
（－ 2万円）（－ 2万円）

自主財源自主財源
23.6㌫23.6㌫

依存財源依存財源
76.4㌫76.4㌫

義務的経費義務的経費
33.9㌫33.9㌫

投資的経費投資的経費
15.6㌫15.6㌫

その他その他
50.5㌫50.5㌫

61
億　

７
０
０
万
円

60
億
３
０
０
０
万
円

63
億
４
６
０
０
万
円

63
億
９
７
０
０
万
円

64
億
７
０
０
０
万
円

総務課財政係総務課財政係

古川  祐樹 古川  祐樹 主事主事
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認定こども園運営事業 １億 8,405 万円
子育て医療費サポート事業（18歳までの医療費無料化） 2,069 万円
出産祝金（第２子までは 20万円、第３子以降は 50万円を支給） 800 万円
乳幼児家庭子育て応援金（２歳までの幼児を家庭で保育する保護者に月額１万円を支給）
 320 万円
こうのとりサポート事業（不妊・不育治療に要する治療費を助成） 70 万円
【新】西会津小・中学校ＩＣＴ教育環境整備事業（電子黒板の購入） 178 万円
【新】ＩＣＴ教育支援員事業（プログラミング教育等支援員の雇用） 151 万円
【新】地域おこし協力隊配置事業（ＩＣＴ教育支援、西会津高校活性化対策） 1,179 万円
【新】英語教育・海外異文化体験事業 60 万円
【拡】産官学民と連携した人材育成プロジェクト事業（こども大学、アントレプレナー
シップ教育、イノベーション教育） 320 万円
【拡】西会津高校活性化対策事業（海外修学旅行費補助を追加） 493 万円
スポーツ大会参加補助金（ふくしま駅伝、市町村対抗軟式野球大会・市町村対抗ソフトボー
ル大会への参加支援） 330 万円

多面的機能支払交付金事業 4,064 万円
中山間地域等直接支払事業 7,935 万円
広葉樹林再生事業（広葉樹林を伐採・活用し森林の再生を図る） 5,702 万円
林業専用道整備事業（杉山前佛線） 4,730 万円
菌床栽培用ハウス整備事業 1,591 万円
【拡】有害鳥獣対策事業（捕獲奨励金単価の増額、捕獲わな増強、空気銃導入） 492 万円
企業支援補助金（町内企業の従業員研修費・資格取得費等を支援） 150 万円
創業支援事業（起業家の育成、空き家・空き店舗利活用補助） 200 万円
【新】大久保公衆トイレ改修工事（洋式化） 151 万円
国際芸術村運営事業 1,978 万円
【新】地域おこし協力隊配置事業（ソーシャルビジネス構築のためのコーディネーター
を配置） 1,400 万円
【新】ワークインレジデンス事業（お試し住宅の整備、ソーシャルビジネスプログラム
の開発等） 2,166 万円
後継者対策事業（婚活事業） 300 万円
結婚祝金（現金 10万円または賃貸住宅 6カ月分の家賃を支給） 150 万円
定住促進助成事業（45 歳以下の若者や町への移住者に対する住宅整備費用の一部支援）
 500 万円
【新】若者向け住宅整備事業（４ページに内容記載） 1 億 9,644 万円

【新】健康づくり推進事業（４ページに内容掲載） 442 万円
【新】健康増進計画策定事業 488 万円
【新】家庭血圧計測定推進事業 177 万円
各種検診事業 1,781 万円
高齢者予防接種事業（65 歳以上の高齢者等のインフルエンザワクチン接種、肺炎球菌ワ
クチン接種費用の助成） 1,226 万円
医療機器整備事業（診療所用） 1,463 万円
【新】小規模多機能型居宅介護施設整備事業（４ページに内容記載） 359 万円
高齢者の生きがい対策事業（老人クラブ支援、老人スポーツ、陶芸等） 371 万円
【新】集落支援拠点施設整備事業（空き家を改修して拠点施設を整備） 625 万円

【新】町道防雪柵設置事業 200 万円
除雪機械更新事業（除雪ドーザの更新） 1,440 万円
【拡】雪処理支援隊（隊員の増員） 532 万円
除排雪助成事業（高齢者世帯等への除排雪費用の助成） 401 万円
町民バス運行事業 9,366 万円
町道下野尻北裏線整備事業 4,269 万円
町道山口村中線整備事業 2,500 万円
町道野沢安座線スノーシェッド防水工事 3,000 万円
町道舗装修繕工事（経年劣化の著しい舗装の計画的修繕） 4,000 万円
橋りょう修繕工事（経年劣化の著しい橋の計画的修繕） 6,800 万円
【拡】地域おこし協力隊配置事業（ＣＡＴＶアナウンサーを配置） 786 万円
通信機器高度化更新事業（インターネット用機器更新） 3,002 万円
【新】映像機器高度化更新事業（５ページに内容記載） 1,914 万円
防災行政無線デジタル化整備事業 1 億 3,040 万円
消防ポンプ自動車整備 2,285 万円
さゆり公園施設維持修繕事業（電気小屋設備、野球場スタンドベンチ修繕）

5,050 万円
上水道老朽管更新事業 5,000 万円
【新】水道未普及地区解消及び水道事業基本計画策定事業（５ページに内容記載）

1,368 万円

【新】奥川みらい交流館改修事業（体育館屋根塗装） 400 万円
ふるさと応援寄付金（ふるさと納税）事業 2,464 万円
【新】中心エリア整備構想策定事業（５ページに内容記載） 114 万円
【新】外国人介護人材育成教育機関設置調査事業（５ページに内容記載） 462 万円
【新】農林産物加工品等輸出調査事業 88 万円

※【新】… 新規事業　【拡】… 拡充事業　（総合計画の目的ごとに事業を分類）

特別会計等の当初予算額
　特別会計は、保険料や使用料といった特定の収入が
あり、その収入の使い道が決まっています。

特別会計名 予算額 前年度比

工業団地造成事業 8,868 万円 0.0㌫

住宅団地造成事業 667 万円 0.0㌫

下水道施設事業 ２億 1,181 万円 29.1㌫

農業集落排水処理事業 １億 3,968 万円 2.2㌫

個別排水処理事業 4,999 万円 △ 15.2㌫

特別会計名 予算額 前年度比

後期高齢者医療 １億 177 万円 △ 1.6㌫

国民健康保険
事業勘定 ７億 9,742 万円 0.9㌫

診療施設勘定 ３億 1,910 万円 △ 3.0㌫

介護保険 11 億 8,926 万円 5.8㌫

簡易水道等事業 9,878 万円 10.6㌫

水道事業会計
収益的収支 １億 6,274 万円 △ 2.0㌫

資本的収支 １億 5,350 万円 △ 6.3㌫

　町では一般会計のほか、10 の特別会計等で事
業を行っています。これらの令和元年度の予算総
額は 33 億 1,940 万円となりました。
　特別会計等では、住宅団地の分譲や、上下水道
の整備・運営のほか、後期高齢者医療、国民健康
保険、介護保険などの運営を行い、町民の皆さん
の快適な暮らしと健康を守っていきます（会計ご
との予算額は右表のとおり）。

総務課財政係

藤原  正人副主査

　町では、国・県の補助金
や、地方交付税で措置され
る有利な町債（借入金）を
活用するなど、できるだけ
町の負担が少なくなるよう
な財源を見つけて事業を実
施しています。

子育て広場「おいでおいで」は毎週
水曜日にこゆりこども園で開催中

家庭で血圧を測るために血圧計を購入
する場合、費用の一部を助成します

現在、西高生が商品化に向けて取り
組んでいる新しい「さっぱかま」

計画的な除雪作業車等の更新により
快適な冬の暮らしを守っていきます

鳥獣被害対策実施隊の辞令を受ける
鳥獣捕獲員の皆さん

長寿命化計画に基づき修繕などを行
うさゆり公園。平成 29 年に遊具、平
成 30 年に野球場設備を修繕しました

ふくしま駅伝など、市町村対抗スポー
ツ大会への参加を支援します

令和元年度は地域おこし協力隊を 15
人配置予定。写真は活動発表の様子



　成田美代子さんが 3 月 20 日に満 100 歳を迎えら
れ、同日、自宅にて賀寿贈呈式が行われました。式で
は、町および内閣総理大臣、県知事、町老人クラブ連
合会から賀寿と記念品が贈られ、薄町長が「これから
も元気で長生きをしてください」と祝福しました。式
を心待ちにしていた成田さんは、この日のために自分
で帽子を編み上げ、当日の式に臨まれました。

満 100歳の長寿を祝い、賀寿贈呈

成田美代子さん 賀寿を家族で祝う

　上野ミヨシさんの満 100 歳を祝う賀寿贈呈式が誕
生日の4月 1日、さゆりの園で行われました。式では、
町および内閣総理大臣、県知事、町老人クラブ連合会
から賀寿と記念品が贈られたほか、施設入所者と職員
からも記念品が贈られました。薄町長が「さらに長生
きできるよう頑張ってください」とお祝いし、次男の
上野智

さとる

さんが親族を代表し、謝辞を述べました。

満 100歳の賀寿をみんなで祝う

上野ミヨシさんへ 100歳賀寿の贈呈

　本年度のこゆりこども園入園式が4月 2日、同遊戯
室において行われ、147名の園児が入園しました。
　式では入園児童一人ひとりの名前が呼ばれ、遊戯室に
は園児の元気いっぱいの返事が響きました。
　園長が「こども園には楽しいことがいっぱいありま
す。早くこども園に慣れて、元気いっぱいに遊んでくだ
さい」と挨拶し、園児たちは目を輝かせていました。

147 名の園児が元気いっぱいに入園

こゆりこども園で入園式

西高に21名の新しい仲間が入学 

西会津高校で入学式

　西会津小学校の入学式が4月 8日、西
会津中学校多目的ホールで行われ、本年
度の新1年生38名が元気に入学しました。
　開式に先立ち、担任の先生に先導され
会場へ入場した新入生は、緊張した様子
ながらも、入学児童の呼名では元気よく
返事をしていました。岡﨑秀明校長が「新
入生の皆さん、明日からとっても楽しい毎
日が始まります。毎日元気に登校してく
ださい」と挨拶し、教育委員会告辞、来
賓祝辞の後、新入生を代表して齋藤大

たいが

我
くんがこれから使う教科書を受け取りま
した。また、帽子やランドセルカバーな
どの入学記念品を加藤瑠

る き

輝くんら6名の
児童が代表して受け取りました。その後、
在校生を代表し目黒柚

ゆずき

季さんが新入生へ
歓迎の言葉を贈り、全員で校歌を斉唱し
た後、退場する新入生を見送りました。

　4月 8日、西会津中学校多目的ホール
において西会津中学校入学式が行われ、
本年度は新たに 35名の生徒が中学校へ
入学しました。
　式の冒頭、新入生の名前が一人ずつ読
み上げられ、生徒は凛とした表情で返事
をしていました。五十嵐正彦校長が「西
会津中学校の合言葉である『根

こん

・知
ち

・和
わ

（根
気・知恵・チームワーク）』を大切にして
ください」と述べ、生徒代表の佐藤芽

め い

生
さんが「早く中学校に慣れ、一緒にいろ
いろなことにチャレンジしましょう」と
新入生に歓迎の言葉を贈りました。新入
生を代表し、齋藤優

ゆうか

薫さんが教科書を受
け取り、清野樹

いつき

さんが「自分の目標に向
かって、一歩ずつ前進していきたいです」
と誓いの言葉を述べました。

38 名の児童が期待に胸をふくらませ入学

西会津小学校で入学式

新たに35名の生徒が入学

西会津中学校で入学式

　4月 8日、西会津高校で入学式が行われ、新入生21
名が入学しました。式では、吉井秀樹校長が新しい西
会津高校の教育理念を紹介し、「新しい時代を迎えよう
とする今、新入生の皆さんがこの西会津高校でたくま
しく成長することを期待しています」と新入生を激励
しました。新入生を代表し、渡部優

ゆう

さんが充実した学
校生活を送り、勉学に励むことを誓いました。
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生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
長
﹇
社
会
教
育

担
当
﹈
濱
田
千
俊
（
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
長
）
▼
町
民
税
務
課

町
民
生
活
係
長
﹇
戸
籍
担
当
﹈
上

野
静
江
（
町
民
税
務
課
主
任
主

査
）
▼
福
祉
介
護
課
介
護
係
長
物

永
毅
（
建
設
水
道
課
主
査
）
▼
健

康
増
進
課
健
康
支
援
係
長
江
川
恵

一
（
総
務
課
付
主
査
磐
梯
町
派

遣
）
▼
国
保
西
会
津
診
療
所
看
護

師
長
兼
訪
問
看
護
事
業
所
管
理
者

石
井
里
恵
子
（
福
祉
介
護
課
付
に

し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
）
▼
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
長
小
林
和
洋

（
企
画
情
報
課
主
査
）
▼
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
長
﹇
社
会
体
育

担
当
﹈
塚
原
一
雄
（
生
涯
学
習
課

主
査
）
▼
出
納
室
出
納
員
青
津
直

子
（
出
納
室
主
任
主
査
）
▼
生
涯

学
習
課
主
任
主
査
小
柴
芳
成
（
町

民
税
務
課
主
任
主
査
）
▼
出
納
室

主
任
主
査
山
本
公
子
（
総
務
課
主

任
主
査
）
▼
町
民
税
務
課
主
査
伊

藤
雄
一
（
建
設
水
道
課
主
査
）
▼

福
祉
介
護
課
付
に
し
あ
い
づ
福
祉

会
派
遣
齋
藤
美
香
（
健
康
増
進
課

主
任
保
健
師
）
▼
健
康
増
進
課
主

任
保
健
師
倉
橋
直
美
（
福
祉
介
護

課
主
任
保
健
師
）
▼
健
康
増
進
課

主
任
保
健
師
二
木
美
津
子
（
福
祉

介
護
課
主
任
保
健
師
）
▼
建
設
水

道
課
主
査
本
田
誠
治
（
福
祉
介
護

課
主
査
）
▼
学
校
教
育
課
主
査
小

塚
美
由
紀
（
生
涯
学
習
課
主
査
）

▼
総
務
課
付
猪
苗
代
町
派
遣
佐
藤

聖
矢
（
農
林
振
興
課
副
主
査
）
▼

企
画
情
報
課
副
主
査
大
堀
貴
満

（
福
祉
介
護
課
副
主
査
）
▼
福
祉

介
護
課
副
主
任
保
健
師
佐
藤
実
菜

（
健
康
増
進
課
副
主
任
保
健
師
）

▼
健
康
増
進
課
副
主
査
田
崎
友

梨
（
総
務
課
付
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
）
▼
農
林
振
興
課

副
主
査
品
川
貴
斗
（
総
務
課
副
主

査
）▼
総
務
課
主
事
古
川
千
秋（
健

康
増
進
課
主
事
）
▼
町
民
税
務
課

主
事
菅
野
莉
沙
（
健
康
増
進
課
主

事
）
▼
福
祉
介
護
課
主
事
五
十
嵐

本
年
度
の
町
役
場
の
体
制

町
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
新
採
用
職
員
の
紹
介

美
優
（
健
康
増
進
課
主
事
）
▼
建

設
水
道
課
主
事
二
瓶
諒
太
（
農
林

振
興
課
主
事
）

▼
再
任
用
﹇
短
時
間
勤
務
﹈
町
民

税
務
課
寺
田
悟
▼
同　

生
涯
学
習

課
山
口
千
代
志
▼
同

国
保
西
会

津
診
療
所
看
護
師
兼
群
岡
診
療
所

看
護
師
石
本
明
美

※
（　

）
内
は
旧
任

　 総務課 主事

小
こばやし

林 卓
たかひろ

弘
農林振興課 主事

　 土
つち た

田 健
けん と

斗
農林振興課 主事

　   薄
うすき

信
のぶやす

康

福祉介護課 主事

　  大
おお ば

場 悠
ゆう

商工観光課 主事

　 遠
えんどう

藤 耀
よう た

太
健康増進課 主事

　 三
みとめ

留 里
り な

奈

健康増進課 主事

五
い が ら し

十嵐 格
いた る

琉
健康増進課 保健師

　  増
ますだ

田 仁
ひろ み

美
健康増進課 保健師

　  庄
しょうじ

司 奈
な な

南

西会津（群岡）診療所 

看護師 渡
わたなべ

部 麻
ま い

衣

企画情報課 副主査

　 大
おおつか

塚 翔
しょうたろう

太郎

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
楽

し
く
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
よ
う
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

新
採
用
職
員
紹
介

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
や
す

い
町
に
な
る
よ
う
全
力
で
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
職
務
に
取
り
組

み
、
町
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線

に
立
ち
、
少
し
で
も
町
の
発
展
、
活

性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
努
力

し
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
住

み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
に
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
暮

ら
せ
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

医
療
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

西会津（群岡）診療所

看護師 渡
わたなべ

部 忠
ただよし

義
西会津（群岡）診療所 

 看護師 佐
さと う

藤 恵
え み

美

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
場
所
で
、
健
康
に
、
安
心
し
て
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

磐
梯
町
よ
り
派
遣

抱
負
＝
西
会
津
町
で
2
年
間
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
町
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
交
流
職
員
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
隊
員
の
紹
介

ソーシャルビジネス構築担当

　  関
せき

佳
か よ こ

予子
会津張り子担当

中
なかはた

畑 和
わ か な

香奈
集落支援担当

渡
わたなべ

辺 貴
たかひろ

洋

抱
負
＝
町
の
強
み
を
ベ
ー
ス
に
新
た

な
魅
力
を
発
信
す
る
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
ま
す
。

出
身
地
＝
東
京
都
北
区

抱
負
＝
民
芸
品
を
手
に
取
っ
て
く
れ

る
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
商

品
を
作
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

出
身
地
＝
泉
崎
村

抱
負
＝
地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

出
身
地
＝
二
本
松
市

抱
負
＝
活
気
あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
し

町
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
よ
う
全
力
で
職
務
に
取
り
組

み
ま
す
。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

創業 50年・法人設立 40年の記念事業創業 50年・法人設立 40年の記念事業

株式会社飯豊建設が町にふるさと納税株式会社飯豊建設が町にふるさと納税
県立医科大学会津医療センターから新たに派遣

西会津診療所に根本医師が着任

富士ソフト企画株式会社が受賞報告に来庁富士ソフト企画株式会社が受賞報告に来庁

町内産菌床シイタケが金賞を受賞町内産菌床シイタケが金賞を受賞 ミネラル野菜の栽培指導に小林さん

栽培指導専門員が新体制に

この機会にご相談ください

春の行政相談・人権相談を実施します
西会津小・中のＩＣＴ教育を支援

ＩＣＴ教育支援員に五十嵐さん

　４月から西会津診療所に新たに根本鉄太郎医師が

着任しました。根本医師は県立医科大学会津医療セ

ンターより町診療所に派遣いただく非常勤医師で、

毎週火曜日の午前中に内視鏡検査などを行います。

なお、診療体制の詳細については、広報にしあいづ

４月号 19㌻をご覧ください。

 ＜問い合わせ先＞　西会津診療所　☎ 45―4228

　全国で 2,000人以上の生産者が加盟する「全国サンマッシュ生

産協議会」の品評会において、富士ソフト企画株式会社・西会津

しいたけファームの菌床シイタケが４年連続となる金賞を受賞し、

３月22日、富士ソフト企画株式会社の須藤勝代表取締役らが受賞

報告のため、町役場を訪れました。須藤代表取締役は「ＩＴを活

用した新しい農業を目指したい」と話し、薄町長は受賞を祝福し

ました。

↑受賞報告での記念撮影。写真左から
３番目が須藤代表取締役。

　このたび町では、株式会社飯豊建設から「ふるさと納税」とし

て４００万円の寄付をいただきました。本ふるさと納税は、株式

会社飯豊建設の創業50年・法人設立40年の記念事業として行わ

れたもので、３月29日に株式会社飯豊建設の井上敦副社長が町役

場を訪れ、薄友喜町長に目録を手渡しました。いただいた寄付は、

町の発展のために大切に使わせていただきます。

　４月からミネラル野菜担当の栽培指導専門員に小林正義さん（会

津若松市）が着任しました。今後は小林専門員がミネラル野菜の栽

培指導を、また小原専門員が水稲の栽培指導を行います。栽培指導

専門員の任期は平成 31 年４月１日から１年間です。

＜問い合わせ先＞　農林振興課　農政係　☎ 45―4531

　５月は「福島さわやか行政相談キャンペーン」

期間です。町では、次の日程で特設行政相談所

を開設し、役所や特殊法人などに関する苦情の

相談に応じます。また、さまざまな人権問題に

関する相談に応じる特設人権相談所も併せて開

設しますので、この機会にご相談ください。

◆開催日時・会場（６月３日は人権相談のみ）
５月 15 日（水）

　　午前９時 30 分～正午　新郷連絡所

　　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館

５月 16 日（木）

　　午前９時 30 分～正午　保健センター

　　午後１時～３時 30 分　町公民館

６月３日（月）

　　午前 10 時～午後３時　町公民館

　４月からＩＣＴ教育支援員に五十嵐直子さん（喜多方市）が着任しました。

五十嵐さんは、西会津小・中で行われるパソコンやタブレットなどを使用し

た授業のサポートを行います。

 ＜問い合わせ先＞　学校教育課　学校教育係　☎ 45―2216

根
ね

本
もと

  鉄
てつ

太
た

郎
ろう

医師

町民の皆さんのお役

に立てるよう、頑張

りたいと思います。

小原  利道専門員
（水稲担当）

小林  正義専門員
（ミネラル野菜担当）

五十嵐  直子
ＩＣＴ教育支援員

◆行政相談委員

　田崎　宗作さん（小杉山）

◆人権擁護委員

　長谷川　孝志さん（森野）

嶋田　純子さん（下野尻）

長谷川　成博さん（梨平）

◆行政相談委員の委嘱（再任）について

　総務省では、西会津町を担

当する行政相談委員として田

崎宗作さん（小杉山）を委嘱

しました。委員の任期は平成

31年４月１日から２年間です。

＜問い合わせ先＞

　総務課　行政管理係（行政相談）　☎ 45―2211

　町民税務課　町民生活係（人権相談）　☎ 45―2215

屋敷地区の冬の暮らしに関する話し合い開催屋敷地区の冬の暮らしに関する話し合い開催

自治区で冬の暮らしを考える自治区で冬の暮らしを考える
　３月31日、屋敷自治区で「冬の暮らしに関する話し合い」が開か

れ、参加した住民が除雪作業の現状や冬期間の危険個所、これから

の冬の暮らしなどについて話し合い、今後地域でできることは何か

を考えました。この話し合いは冬期間の課題に対する意識を地域全

体で共有することを目的に開催されました。

＜問い合わせ先＞　企画情報課　情報政策係　☎ 45―4536

す
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町からのお知らせ ニュース＆

お知らせ
INFOMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　平成 30 年度教職員離任式が 3月 28 日に、また平

成 31 年度教職員対面式が 4月 2 日に行われました。

離任および新たに転入する教職員は次のとおりです。

◆離任教職員　※（　）内は転出先  （敬称略）
西会津小＝飯野淳（会津若松市立鶴城小）、鈴木寛

美（退職）、角田仁（喜多方市立姥堂小）、寺田隆一（会

津若松市立小金井小）、石川昇子（会津若松市立松長

小）、新井田美和（喜多方市立第三小）、石川直子（退職）

西会津中＝笹川光威（喜多方市教育委員会）、江川

新治（喜多方市立塩川中）、佐瀬裕子（会津若松市立

第二中）、長谷川徹（相馬市立中村第一中）、小堀昌英（会

津若松市立第二中）、髙木美葉子（大熊町立大熊中）、

高橋威人（退職）、滝沢陽（退職）

◆転入教職員　※（　）内は転入元
西会津小＝渡辺聡（県会津自然の家）、髙畑恵美（会

津若松市立河東学園小）、佐藤美智枝（会津坂下町立

坂下東小）、齋藤大希（新採用）、國分文子（喜多方市

平成 30年度教職員離任式、平成 31年度教職員対面式

教職員 15人が離任し、新たに 15人が着任

↑離任教職員を代表してあいさつした西会津小の
飯野淳教頭（平成 30 年度教職員離任式）

立熊倉小）、長谷川敏行（金山町立金山小）、飯塚真里（会

津美里町立高田小）、五十嵐和昭（猪苗代町立翁島小）

西会津中＝中野富全（塙町立塙中）、塩川健二（会

津若松市立第四中）、舟木浩仁（会津若松市立第一中）、

佐瀬大地（新採用［横浜市立奈良中］）、星睦夫（再任

用［檜枝岐村立檜枝岐中］）、小島修一郎（再任用［喜

多方市立山都中］）、新妻正子（新採用［いわき市立赤

井中］）

　

◆
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

演
題

　
「
こ
の
先
ど
う
す
る
？
自
分
そ

し
て
、
わ
が
古
里
」

献
血
バ
ス
が

や
っ
て
き
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

５
月
の
放
送
案
内

　

往
年
の
名
車
・
旧
車
が
２
０
０

台
以
上
集
ま
る
「
西
会
津
な
つ
か

し
c
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
２
０
１
９
」
が

今
年
も
さ
ゆ
り
公
園
を
会
場
に
開

な
つ
か
し
c
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
２
０
１
９

目
撃
情
報
多
数

ク
マ
に
注
意
！

有
毒
植
物
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

献
血
は
命
を
救
え
る
身
近
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
今
年
も
さ
ゆ

り
公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
西
会
津

な
つ
か
し
c
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
」
の
会

場
内
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の

　

エ
サ
を
探
し
て
ク
マ
が
活
発
に

活
動
し
て
お
り
、
町
内
で
も
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
農
作
業
中
や
野

山
に
入
る
際
は
、
ク
マ
鈴
・
ラ
ジ

オ
な
ど
音
の
す
る
も
の
を
身
に
着

　

山
菜
狩
り
な
ど
で
誤
っ
て
有
毒

な
野
草
を
採
取
し
、
食
べ
た
こ
と

に
よ
っ
て
食
中
毒
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
食
用
の
野
草
と
確
実
に
判

断
で
き
な
い
植
物
は
、
絶
対
に
採

取
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
万
一
、
野
草
を
食
べ
て
体
調

が
悪
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
師

機
会
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
（
入
場
料
が

必
要
で
す
）。

◆
日
時
（
受
付
時
間
）

　

５
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
（
昼
中
断
あ
り
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２ 間

）

か
れ
ま
す
。
入
場
料
な
ど
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

５
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://nishiaizu-natsukasicarshow.

com
/

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

西
会
津
町
な
つ
か
し
c
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
０
―
１
８
３
３
―
４
９
１
５

「
会
津
か
ら
世
界
へ　

渡
部
鼎

と
野
口
英
世
の
想
い
」

◎
お
天
気
番
組
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
町
内
５
地
区
の
気
象

や
防
災
、
行
楽
情
報
な
ど
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

☎
45
―
４
４
６
１

け
て
行
動
す
る

な
ど
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

の
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

農作物の凍霜害に注意しましょう

防霜対策本部を設置

（公財）日本消防協会より

消防団活動車が交付されました

　４月８日、町では農作物の凍霜害を未然に防ぐために「町防霜対策本部」

を設置しました。設置期間は５月 31 日までです。この日、本部長の薄町長と

岩渕農林振興課長が役場正面玄関に対策本部の看板を掲げました。今後対策

本部より出される情報をもとに、農作物の管理には十分に注意してください。

 ＜問い合わせ先＞　農林振興課　農政係　☎ 45―4531

　町では、公益財団法人日本消防協会より、消防団活動車の交付を受けました。

消防団員等福祉増進事業の一環として交付された消防団活動車は、平時には

防災学習や防災指導用に活用し、災害時には緊急車両として消火や救助活動

などの現場で活用していきます。

 ＜問い合わせ先＞　町民税務課　町民生活係　☎ 45―2215
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お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

イベント
スタンプラリー

全
13
イ
ベ
ン
ト

イベントに参加してプレゼントに応募しよう！
 ※詳細は各イベントで配布されるスタンプラリー台紙をご覧ください。

西会津（西会津国際芸術村）
国際芸術村企画展
廃校となった木造校舎を創作活動・
ギャラリー等として活用する文化交
流施設。期間中に開催されている企
画展を鑑賞すればスタンプ１つ。毎
週月・火曜日は休館（祝祭日除く）。

＜問い合わせ先＞

西会津国際芸術村

☎47－3200

大山まつり（大山祇神社）
「野沢の山の神様」大山祇神社の春
の例大祭。初日のオープニングセ
レモニーでは名物「大山まんじゅ
う」の振る舞い、御本社参拝トレッ
キングなども行う。例大祭は６月
末まで、スタンプ押印は初日のみ。

＜問い合わせ先＞

にしあいづ観光交流協会

☎48－1666

（奥川・弥生地区）

鏡山山開き
うつくしま百名山の
一つ。標高1,339㍍
で中級者向け。山頂
からは飯豊連峰が眼前に広がり、ま
さに「絶景」。参加料1,000円。

＜問い合わせ先＞

西会津山の会

☎090―2959―5657

心と身体の（大山祇神社）
健康ウォーク㏌大山
大山祇神社御本社までの約４㌔の
パワースポットコース。樹齢400年
以上の杉並木も見どころ。そば、も
ち、豚汁の振る舞いも。事前申し込
み1,000円、当日申し込み1,200円。

＜問い合わせ先＞

中野区むらおこし実行委員会

☎080―6042―5462

（新郷・戸中地区）

菜の花まつり
飯豊連峰を望む広大な農園に菜の
花が咲き誇る。にしあいづ観光ク
ルーの撮影会やおにぎり、なめこ汁
等の振る舞いも。

＜問い合わせ先＞

寺前自然塾

☎47―2497

４月17日（水）～５月31日（金）

５月19日（日） ６月1日（土）５月18日（土）

５月12日（日）

会

　ＪＡ会津よつば青年連盟北地
区西会津支部が特製ロゴ入りポ
ロシャツを作成し、３月 22日
に完成披露会が開かれました。
上野博章支部長は、「このロゴ
マークといえば西会津の青年部

西会津支部特製ロゴ入りポロシャツ完成
となるよう、さまざまな場面で
活用したい」と完成の喜びをか
み締めました。この特製ロゴに
は、青年部が関わるいろいろな
種が大きく育っていくよう願い
が込められています。

完成披露会での記念撮影↓ N E W S ＆ T O P I C S

日
本
の
未
来
の
た
め
に

経
済
セ
ン
サ
ス

―
基
礎
調
査

自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

交
換
作
業
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
福
祉
の
増
進
、
教
育
等
に
使
わ

れ
て
い
る
大
切

な
税
金
で
す
。

納
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
に
設
置
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
器
の
一
部
が
検
定
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
５
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
町
の
委
託
業
者
が

メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業
を
行
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
お
宅
に
訪
問

し
、
敷
地
内
で
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

　

福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
公
式
戦

が
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
西
会
津

球
場
（
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場
）
で

　

総
務
省
統
計
局
・
西
会
津
町
で

は
、「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
全
て

の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の

活
動
状
況
等
の
基
本
的
構
造
を
全

国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
事
業
所
・
企
業
を

対
象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母

集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
６
月
か
ら
で
、
調
査
員

が
全
国
全
て
の
事
業
所
の
活
動
状

態
を
実
地
に
確
認
し
、
新
た
に
把

握
し
た
事
業
所
な
ど
一
部
事
業
所

に
は
調
査
票
を
配
布
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

企
画
情
報
課　

情
報
政
策
係

　

☎
45
―
４
５
３
６

さ
ゆ
り
公
園
で

福
島
レ
ッ
ド

ホ
ー
プ
ス
公
式
戦

開
催
さ
れ
ま

す
。
プ
ロ
野
球

の
試
合
を
間
近

で
観
戦
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

い
し
ま
す
。

◆
お
願
い

◎
交
換
作
業
中
は
５
〜
10
分
程
度

の
断
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
作
業
期
間
中
は
メ
ー
タ
ー
器
周

辺
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
を
行
う
業

者
は
、
腕
章
を
付
け
て
作
業
を

行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

◆
日
時

５
月
３
日
（
金
・
祝
）

　

埼
玉
武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ
戦

５
月
４
日
（
土
・
祝
）

　

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ
戦

※
両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
プ
レ

イ
ボ
ー
ル

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金

◎
前
売
り
券

大
人
１
０
０
０
円

高
校
生
５
０
０
円

◎
当
日
券

大
人
１
５
０
０
円

高
校
生
７
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
入
場
無
料

◆
前
売
り
券
販
売
所

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、

　

イ
ー
プ
ラ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

地
域
振
興
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

◆
納
期
限

　

５
月
31
日
（
金
）

◆
注
意
点

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

金
）

所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
領
収
書

に
継
続
検
査
（
車

検
）
用
の
納
税
証

明
書
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
場
所

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
支
払
い
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
付
し
た
場
合
、
領
収
書
お

よ
び
納
税
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
要
な
場
合
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

人
の
た
め
に
使
う
自
動
車
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
申

請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

◆
自
動
車
税
の
減
免
申
請
期
限

　

５
月
31
日
（
金
）

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

　

課
税
第
二
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
６
１
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「いきいきライフ」「チャレンジ食育」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

お外でお昼を食べよう！お外でお昼を食べよう！

材料（１人分）
《ゆかり入りおにぎり》
　ご飯 １５０㌘
ゆかり １㌘
　焼きのり １／８枚
《キッシュ風オムレツ》
　卵 １個
　にんじん １０㌘
　ハム １枚
　粉チーズ・牛乳 各小さじ１
　塩・こしょう 各少々
《春野菜の黒こしょう炒め》
　スナップえんどう ７０㌘
　アスパラガス ５０㌘
　かにかまぼこ 1０㌘
　オリーブオイル 小さじ１
　黒こしょう 少々
《ミニトマト》 ２個
《オレンジ》 1個

作 り方
《ゆかり入りおにぎり》
　ご飯にゆかりを混ぜ、２つに分けてラップに
のせ、俵型に握り、のりを巻く。
《キッシュ風オムレツ》
　にんじんを５㍉角に、ハムを１㌢角に切り、
ボールに卵と粉チーズと牛乳、塩、こしょう
と一緒に入れ、混ぜる。オーブントースターで
１０～１２分焼く。（途中、焦げそうになったら、
アルミホイルをかぶせる）
《春野菜の黒こしょう炒め》
　スナップえんどうとアスパラガスを軽くゆで（塩
を少々入れる）、かにかまぼこを細かくする。それら
を、オリーブオイルを入れたフライパンで炒め、黒
こしょうを振る。
　最後に、ミニトマトを良く洗い、一緒に盛り付け
たら、完成！

　少しずつ暖かくなり気候も穏やかになるこれからの季節、
ピクニックをしてみませんか？ピクニックに出掛け、全身
を使って思う存分遊んだり野山を散策したりすれば、お腹
も空き、おいしくお弁当を食べることができます。
　今回は、準備に時間をかけずに、気軽に短時間で作れる
ピクニック用のお弁当を紹介します。

今月のオススメ

お
弁
当
の
総
合
チ
ェ
ッ
ク
は
、

「
お
・
い
・
し
・
そ
・
う
」

　

お
弁
当
を
食
べ
る
と
き
の
最
大

の
楽
し
み
は
、
ふ
た
を
開
け
た
瞬

間
の
「
お
い
し
そ
う
！
」
と
い
う

感
激
に
尽
き
る
で
し
ょ
う
。
お
い

し
そ
う
な
お
弁
当
は
、
食
べ
る
人

に
喜
び
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

食
欲
も
増
進
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

お
い
し
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
お
弁
当
を
作
る
に
は
、
次
の

「
お
・
い
・
し
・
そ
・
う
」
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

カラフ
ル！

カラフ
ル！

おにぎ
り弁当

おにぎ
り弁当

気
軽
に
短
時
間
で

で
き
る
お
弁
当
で
す
！

時
間
で

齋藤  紀子齋藤  紀子
管理栄養士管理栄養士

お
＝
お
お
き
さ
は
、
ピ
ッ
タ
リ
？

　

お
弁
当
箱
の
容
量
は
一
食
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
同
じ
に
な

り
ま
す
。（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）。

い
＝
い
ろ
ど
り
は
、
き
れ
い
？

赤
・
黄
・
緑
・
白
・
茶
の
５
色

が
そ
ろ
う
と
、
お
い
し
そ
う
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
も
整
い
ま
す
。

し
＝
し
ゅ
し
ょ
く
（
主
食
）
３
：

主
菜
１
：
副
菜
２
の
割
合
？

こ
の
黄
金
比
で
、
一
食
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
を
適
量

か
つ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
＝
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
調
理
法
？

　
「
揚
げ
物
」、「
炒
め
物
」
な
ど
、

油
脂
を
多
く
使
っ
た
料
理
は
一
品

ま
で
に
し
、
塩
分
の
高
い
料
理
も

一
品
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。

う
＝
う
ご
か
な
い
？

す
き
間
な
く
し
っ
か
り
詰
め
、

動
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、

見
た
目
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

の
料
理
の
味
が
混
ざ
ら
ず
に
済
む

た
め
、
お
い
し
さ
を
保
つ
た
め
に

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

15 ～

17 歳

18 ～

29 歳

30 ～

49 歳

50 ～

69 歳

70 歳

以上

男性 約 800 約 750 約 750 約 700 約 650

女性 約 700 約 650 約 600 約 550 約 500

弁当箱の容量（ml）＝ 一食に必要なエネルギー量（kcal）

ピクニック用おにぎり弁当のポイント！
  ◎ 片手でつまめるもの　◎ 冷めてもおいしいもの
  ◎ 加熱したもの（生ものは避ける）

５
月
５
月
3131
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く
そ
う

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く
そ
う

５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
の
１
週
間
は
禁
煙
週
間
で
す
。
禁
煙
週
間
の
テ
ー

マ
は
「
２
０
２
０
年
、
受
動
喫
煙
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
〜
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子

ど
も
達
を
ま
も
ろ
う
〜
」
で
す
。

　

受
動
喫
煙
対
策
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

健康増進課健康増進課
倉橋 直美 保健師倉橋 直美 保健師

町
で
は
禁
煙
治
療
費
助

成
事
業
で
応
援
し
ま
す
。

禁
煙
治
療
に
要
し
た
治
療
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
！

喫
煙
は
、
が
ん
だ
け
で
な
く
心

臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
原
因
に
な
る
な
ど
、
体
全
体

へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
や
、
禁

煙
を
希
望
す
る
多
く
の
喫
煙
者
が

な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
従
来

実
施
し
て
き
た
「
禁
煙
サ
ポ
ー
ト

事
業
（
禁
煙
達
成
の
た
め
の
、
禁

断
症
状
な
ど
へ
の
対
処
も
含
め
た

助
言
指
導
）」
に
加
え
、
新
た
に
、

「
禁
煙
治
療
費
助
成
事
業
」
を
創
設

し
、
さ
ら
に
禁
煙
を
後
押
し
し
ま

す
。
本
事
業
の
詳
細
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

《
対
象
者
》

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
本
町
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

以
上
の
人
。
た
だ
し
、
35
歳
以
上

の
人
は
、
１
日
の
喫
煙
本
数
に
喫

煙
年
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
が

２
０
０
以
上
の
人
。

②
禁
煙
外
来
を
初
診
か
ら
起
算
し

て
12
週
以
内
に
計
５
回
受
診
し
、

所
定
の
治
療
を
終
了
後
、
自
己
負

担
額
を
支
払
っ
た
人
。

③
過
去
に
本
事
業
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
。

④
他
の
禁
煙
治
療
補
助
制
度
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
人
。

《
事
業
内
容
》

　

禁
煙
治
療
に
要
し
た
治
療
費
の

う
ち
、
初
診
料
や
再
診
料
、
薬
代

な
ど
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

を
補
助
し
ま
す
（
上
限
１
万
円
）。

　

禁
煙
補
助
薬
を
利
用
す
る
と
、

禁
断
症
状
を
防
げ
、
比
較
的
楽
に

禁
煙
す
る
こ
と
が
で
き
、
禁
煙
の

成
功
率
も
高
ま
り
ま
す
。

《
申
請
方
法
》

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
禁
煙
外
来
治
療
を
始
め
る

前
に
禁
煙
自
己
宣
言
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
治
療
終
了

一
緒
に
禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
！

後
、
医
療
費
等
の
領
収
書
を
添
付

し
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

何
度
も
禁
煙
に
失
敗
し
て
い
る

人
や
、
た
ば
こ
を
や
め
よ
う
と

思
っ
て
い
て
も
そ
の
一
歩
が
踏
み

出
せ
な
い
人
は
、
保
健
師
が
応
援

し
ま
す
の
で
、
一
緒
に
禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
！

な
く
そ
う
！

望
ま
な
い
受
動
喫
煙

マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ

　

昨
年
７
月
、
受
動
喫
煙
対
策
を

強
化
す
る
改
正
健
康
増
進
法
が

成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

２
０
２
０
年
４
月
ま
で
に
、
多
く

の
人
が
利
用
す
る
施
設
な
ど
で
は

原
則
屋
内
禁
煙
に
な
る
な
ど
、
望

ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
、
マ
ナ
ー
か
ら

ル
ー
ル
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。

①
学
校
・
病
院
・
児
童
福
祉
施
設
・

行
政
機
関
・
航
空
機
な
ど

↓
今
年
の
７
月
１
日
よ
り
、

「
敷
地
内
全
面
禁
煙
」
に
な
り
ま

す
。

②
事
務
所
・
工
場
・
ホ
テ
ル
・

旅
館
・
鉄
道
・
飲
食
店
な
ど
の
多

く
の
人
が
利
用
す
る
施
設

↓
来
年
４
月
１
日
よ
り
、

「
原
則
屋
内
禁
煙
」
に
な
り
ま
す
。

③
屋
外
や
家
庭
な
ど
に
お
い
て
喫

煙
を
す
る
場
合

↓
喫
煙
を
行
う
場
合
は
、
周
囲
に

人
、
特
に
子
ど
も
や
患
者
な
ど
が

い
な
い
場
所
で
喫
煙
を
す
る
な
ど

配
慮
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  伊藤　環
たまき

ちゃん

（１町内）
  大沼　凛

りんと

飛くん
（１町内）

すごいな！むし歯のない子
3
月
14
日
、
３
歳
児
４
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
む
し
歯
の
な
い
子

は
３
人
で
し
た
。

一
緒

  齋藤　漣
れん

くん

（上小島）

Nishiaizu　2019・５ │ 1819 │ Nishiaizu　2019・５



作品名　
　七宝まりと三猿の置き物とミニそでなしと着物

作品作りを振り返って
　手芸友の会に入会させていただき、いろいろな

作品をたくさん作ってきました。

　３年前にさるぼぼを作った後に、さるぼぼより

も大きな、そして両目、両耳、口を手で覆った、

いわゆる「さる」に「～ざる」をかけた、見ざる、

聞かざる、言わざるの三猿を作りました。

　今は、居間に飾り、朝夕と声を掛け、一日一日

を過ごしています。

今月は、
齋藤 高子さん（上野尻２）の作品です。

町民ギャラリー　手芸友の会町民ギャラリー　手芸友の会

『祖父母学』

大森　弘［著］
グッドブックス

『かわたれどき』
畠中　恵［著］
文藝春秋

『ノースライト』
横山　秀夫［著］
新潮社

『アレンジが広がる多肉植物ずかん』
TOKIIRO［監修］

メイツ出版

『木曜日の子ども』
重松　清［著］
KADOKAWA

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　私たちの住む西会津町

は、都会に比べて２世帯、

３世帯が同居する家庭や、

別居をしていても毎日の

ように祖父母が孫の子守

りをしている家庭が多いように思います。

　祖父母の役割とは、孫をただ甘やかしてかわいがるだけ

ではなく、親とは違った目線で気配りし、いざという時に

は心の支えとなる存在であることが重要です。

　この本は、子どもの発達段階ごとの関わり方のポイント

から家族間の問題までを、４コマ漫画やイラスト、また豊

富な事例で分かりやすく説明してあり、参考になります。

祖父母でなくても、子どもとの関わり方を学べる一冊です。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

本
年
度
は
【
10
教
室
】
を
開
催
！
体
を
動
か
し
た
い
方
、
必
見
!

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？

　

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は

本
年
度
、
以
下
の
10
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
現
在
、
会
員
を
大
・
大
・

大
募
集
中
で
す
！

10
教
室
で
会
員
を

募
集
中
！

　

運
動
不
足
の
人
、
仕
事
終
わ
り

に
体
を
動
か
し
た
い
人
、
最
近
体

重
が
気
に
な
り
始
め
た
人
、
何
か

楽
し
み
を
見
つ
け
た
い
人
、
お
酒

を
飲
む
前
に
体
を
動
か
そ
う
と

思
っ
て
い
る
人
、
学
生
や
主
婦
の

人
な
ど
な
ど
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

申
込
時
に
コ
ー
ス
や

教
室
を
選
択

　

本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
ご

自
身
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
、「
年
会
コ
ー
ス
（
１
年
間
）」、

「
前
期
コ
ー
ス
（
４
月
〜
９
月
）」、

「
後
期
コ
ー
ス
（
10
月
〜
３
月
）」

が
選
べ
ま
す
。
ま
た
、
会
費
や
保

険
料
の
ほ
か
に
、
教
室
に
よ
っ
て

は
参
加
費
や
プ
ー
ル
使
用
料
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
申
込
時
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
各
教
室
の
詳
細
に
つ
い
て
は

申
込
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。
年
度

途
中
で
の
申
し
込
み
や
教
室
の
追

加
も
可
能
で
す
。

　

人
気
の
「
ヨ
ガ
教
室
」
は
今
月

５
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
公
民
館　

　

☎
45
―
２
７
１
９

　

担
当
：
成
田

教室名 開催日程 時間 場所

スイミング 第１・２ 金曜 午後６時 30 分から さゆり公園プール

水中ウォーキング 第１・２ 木曜 午後６時 30 分から さゆり公園プール

エアロビクス 第１・３ 月曜 午後６時 30 分から午後７時 30 分 町公民館

レクリエーションダンス 第１・３ 金曜 午後１時 30 分から午後３時 町公民館

すぽーつ吹矢 第１・３ 水曜 午後１時 30 分から午後３時 町公民館

筋力ストレッチ 第２・４ 火曜 午後７時から午後８時 町公民館

ヨガ 第１・３ 水曜 午後７時から午後８時 町公民館

椅子ヨガ
（体験も可能。１回 300 円）

週２回
午前の部  午前 10 時から午前 11 時
午後の部   午後２時から午後３時

町公民館

《新メニュー》（見学可能）
リズムエクササイズ 第２・４ 木曜 午後１時 30 分から午後２時 30 分 町公民館

《新メニュー》（見学可能）
TRAINING studio
（ヨガの要素を盛り込んだ筋トレ）

週２回 午後７時から午後８時 町内各施設

Nishiaizu　2019・５ │ 2021 │ Nishiaizu　2019・５



栃木県栃木市出身。24 歳。

平成 29 年 4 月から集落支援担

当の町地域おこし協力隊員。「人

足」に町外から参加者を集め体

験型イベントとして実施してい

る。

マジェスタ Ｖ８  350 馬力

　坂道では他車にはない馬

力で加速をしてくれます。

コーナーリングはＦＲの良

さがあり、安定感もあって、

とても気に入ってます。

これからも同じ職場で

お互い頑張りましょう。

◆趣味は？

　野球観戦

◆自分を一言で表現すると？

　外柔内剛

◆あなたのモットーは？

　 仲間と励まし合い、競い合

うこと。「切磋琢磨」

小林　拓
た く や

也隊員

佐川　寿
と し み

美さん［５町内］

伊勢亀　貴
たかひろ

裕さん（４月号）

からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　私の将来の夢はまだ決まっていませんが、

自分の好きなことや得意なことを生かせる職

業に就きたいと思っています。自分の好きな

ことを仕事にできると、毎日が充実すると思

いますし、とても楽しいと思うからです。

◆努力していること――

　  　自分の長所を伸ばし、今、得意なこと以外

にもどんどんチャレンジすることです。いろ

いろなことにチャレンジすることによって、

新発見があると思いますし、その新発見が自

分の将来にもつながってくると思っていま

す。

◆未来の自分に一言――

　  　自分がこれだ！と思う職業に就けています

か？つらくなったときには今までの喜びや楽

しかったことを思い出して、一歩一歩しっか

りと前進していってください。そして、いつ

でも私らしく人生を歩んでね！

　［３年・ソフトボール部  部長 ］

飯嶋  莉
り こ

子さん

聞いて！わたしの夢
■ まちの人口

　　　　 　４月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，２７３人　　 （－５２人）

男 　 　３，０２５人　　 （－２３人）

女 　 　３，２４８人　　 （－２９人）

世　帯　 　２，６３２世帯　　 （－１５世帯）

■お誕生おめでとう

荒海　小
こう め

梅ちゃん　　  正人・怜美　小綱木

■ご結婚おめでとう

五十嵐　秀樹　　　　松尾

野中　真有　　　　　会津若松市

■お悔やみ申し上げます

三留　敏春　（87）　年光　 父 　８町内

小瀧　トリ　（97）　 守 母 　大久保

鈴木　シン　（90）　市喜　 母 　中野

渡部　房子　（93）　喜一　 母 　牧

佐藤　榮子　（86）　光義 妻 　上小島

渡部　榮一　（92）　悦栄　 父 　上小島

渡部　キイ　（84）　貫一 妻 　黒沢

海老名　明文（66）   ノリ子   夫 　黒沢

石本　武彦　（91）　典成　 父 　上野尻３

石川　正男　（88）   フサ子   夫 　白坂

藤原　ナツノ（103）　信子　 母 　屋敷

武藤　ハヤ　（96）　 進 母 　滑沢

戸籍の窓口   
（３月受け付け分）

あ
っ
と
い
う
間
に
３
年
目

　

雪
の
少
な
か
っ
た
今
年
の
冬
。
空
き
家
を
お
借
り

し
集
落
支
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
整
備
が
始
ま
っ
た

私
に
と
っ
て
は
、
雪
下
ろ
し
の
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な

く
あ
り
が
た
い
冬
で
し
た
（
雪
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
す
る
時
に
は
も
っ
と
降
れ
！
な
ん
て
思
っ

て
い
ま
し
た
が
）。
た
だ
、
最
近
は
ま
だ
肌
寒
い
日
が

続
き
ま
す
ね
。
新
元
号
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
温
か
く

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動

も
３
年
目
、
い
よ
い
よ
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
人
足
の
支
援
を
形
に
す
る

べ
く
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
集
落
と
町
外
の
人

と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
す
た
め
、
精
力
的
に
動
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
集
落
支
援
担
当
の
隊
員
が
も
う

一
人
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
動
の
幅
も

広
げ
つ
つ
、
来
年
以
降
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
活
動
が

で
き
れ
ば
、
な
ん
て
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

◆今後やってみたいことは？

　豪華客船での旅

◆熱中していることは？

　 阪神タイガースの試合のテレ

ビ観戦

◆最近感動したことは？

　 貴景勝が千秋楽で勝って、大

関昇進を決めたこと
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この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

　今から86年前の昭和８年（1933）８月、「第

1回飯豊山登山リレー」が開かれました。こ

れは旧会津藩主容保公の七男松平保男子爵を

総裁とする「飯豊山保勝会」が主催したもの

で、スタートを山都小学校、ゴールを奥川小

学校とし、踏破総距離は15里12町（60.2㌔）、

12 名の選手がリレーし、予定所要時間８時

間、選手は耶麻郡在住の身体強健な 16 歳以

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その25その25

１回で終わった飯豊山登山リレー１回で終わった飯豊山登山リレー

文：星  眞
ま ち こ

智子さん

❶

❷

❸
❹

❽

1010

1111

1212

Ｇ

❻・❾❻・❾

山都小山都小

一ノ木一ノ木

川入川入
中十五里中十五里

祓川祓川

極入極入

ゴールゴール

弥平四郎弥平四郎

地蔵地蔵

箸王子（三国岳）箸王子（三国岳）

切合切合飯豊山神社飯豊山神社

↑飯豊山登山リレーの記念写真

↑奥川みらい交流館に保
存してある優勝カップ

上の青年・在郷軍人とするものでした。標高差約２，０００㍍、難所も多く

山岳リレーとしては最高難度でした。参加チームは、一ノ木Ａ・Ｂ、関柴、

木幡、慶徳そして奥川の６チームで、奥川チームは、弥平四郎より８人、

小屋・梨平・小山ほかより各１人の選手での構成となりました。

　8月 13 日午前５時 15 分スタート。奥川チームの第１走者は５位と遅

れを取りましたが、山頂の飯豊山神社に到着したときには第２位まで追い

上げました。第８走者である弥平四郎の選手には、“ 御秘所の岩場で、前

を下る慶徳の選手に「先に行くぞ！」と声を掛け、頭上をひらりと飛び越

えて抜き去り、首位に躍り出た ” という逸話が残っています。奥川チーム

は、そのまま最終走者まで順位を守り切ってゴール。タイムは、５時間

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
号
の
表
紙
は
、
４
月
８
日
に

行
わ
れ
た
西
会
津
小
学
校
の
入
学
式

か
ら
。
新
入
生
代
表
が
校
長
先
生
よ

り
教
科
書
を
受
け
取
る
シ
ー
ン
で

す
。
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
受
け
取
っ

て
い
る
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

（
８
㌻
に
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

こ
の
た
び
、
４
月
の
人
事
異
動
に

よ
り
新
た
に
広
報
紙
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
右
も
左

も
分
か
ら
な
い
状
態
で
す
が
、
町
の

施
策
や
ニ
ュ
ー
ス
、
話
題
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て

発
信
し
、
町
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん

に
町
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
広
報
紙
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
西
会
津
の
美
し
い
自
然

や
風
景
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う

な
場
所
を
紙
面
を
通
し
て
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
。
取
材
を
通
じ
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

情
報
政
策
係    

大
堀  

貴
満

27 分 37 秒でした。優勝した奥川チームには子爵寄贈の優勝カップが授

与され、賜杯が贈られました。この優勝カップと賜杯は奥川みらい交流館

に保管・展示してあります。

　こうして見事優勝の栄冠を手にした奥川チームでしたが、世は満州事変

や国際連盟脱退など、戦争へと向かいつつある時代。そのため、飯豊山登

山リレーは残念ながらただ１回だけの開催でその幕を閉じています。

今  

月  

の  

表  

紙

❺
❼
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